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に関するお知らせ
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注記

本資料に掲載されている株式会社アルチザネットワークスの現在の
計画、見通し、戦略、確信等のうち、歴史的事実でないものは、将来
の業績に関する見通しであり、リスクや不確実な要因を含んでおりま
す｡これらの情報は、現在入手可能な情報から株式会社アルチザネット
ワークスの経営者の判断に基づいて作成されております。実際の業績
は、さまざまな重要な要素により、業績見通しとは大きく異なる結果
となりうるため、業績見通しのみに全面的に依拠することは控えるよ
うお願い致します。また、本資料は、投資勧誘を目的としたものでは
ありません。投資に関する決定は、利用者ご自身のご判断において行
われるようお願い申し上げます。



22/7期 Q2 決算報告
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22/7期 Q2 サマリー

■業績概要
・売上高は2,646百万円 前年同期比で増収
・利益面も増収により、前年同期比で大幅な増益

注）22年7月期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準等29号）等を
適用しているため、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。
影響する項目については、対前年同期比や増減額等の数値の記載は控えさせて
いただいております。

■事業状況
・モバイルネットワークソリューション（移動体通信関連）の売上は、

国内向けの販売及びテストサービスが堅調に推移し大幅な増収
・ＩＰネットワークソリューションの売上は既存製品に加え、

パートナー製品の拡販により増収

■業績予想
2021年9月2日発表の業績予想から通期業績を上方修正
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21/7期 Q2実績 22/7期 Q2実績

金額
(百万円)

構成比
(%)

金額
（百万円）

構成比
(%)

増減額
(百万円）

増減率
(%)

売 上 高 2,281 100.0 2,646 100.0 365 16.0
売上総利益 1,542 67.6 2,279 86.1 736 47.7
営業利益 673 29.5 1,265 47.8 592 87.9
経常利益 669 29.4 1,259 47.6 589 88.1
当期純利益 468 20.5 828 31.3 360 76.9
総資産 6,781 100.0 9,895 100.0 3,114 45.9
純資産 4,504 66.4 7,302 73.8 2,797 62.1

22/7期 Q2 決算ハイライト

・売上高は堅調に推移。高採算の国内向けの案件が多くを占め、利益面は大幅な増益。
・業績に連動して総資産、純資産規模も拡大。自己資本比率も高水準を維持。
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22/7期 Q2 セグメント別売上高実績

21/7期 Q2実績 22/7期 Q2実績

金額
(百万円)

構成比
(%)

金額
(百万円)

構成比
(%)

増減率
(%)

モバイルネットワーク
ソリューション 2,131 93.4 2,455 92.8 15.2

IPネットワーク
ソリューション 149 6.6 190 7.2 27.6

合計 2,281 100.0 2,646 100.0 16.0

・モバイルネットワークソリューションは5G製品の国内向け販売が堅調に推移し、
テストサービスも拡大した結果、大幅な増収となった。

・IPネットワークソリューションは、パケットキャプチャ製品に加え、社外商材の販売にも
積極的に取り組んだ結果、増収となった。
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22/7期 Q2 売上実績（モバイルネットワークS）

【百万円】
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21/1 22/1

売上高

■前期増減額 +323M
前期増減率 +15.2%

•5Ｇに対応するLoad Testerの国内向け販売
•4G向け製品の国内及び海外への販売・保守
•5G及び4Gに関する基地局テストサービス

国内の5Gに対応する基地局向けLoad Tester
の販売が堅調に推移し、テストセンターの稼働
によりテストサービスも伸長した結果、大幅な
増収となった。
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22/7期 Q2 売上実績（IPネットワークS）

149 
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■前期増減額 +41M
前期増減率 +27.6%

•パケットキャプチャ製品の販売

•コアネットワークテスタの販売

•各種ネットワークテストの社外製品の販売

パケットキャプチャ製品が新製品へ切り替えの
端境期であるが、社外商材が堅調に推移し、
ＩＰネットワークセグメント全体では増収
となった。

【百万円】
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22/7期 Q2 販管費の状況
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人件費 採用・教育等 減価償却費

研究開発費 支払手数料等 その他

869

1,013

【百万円】

21/7期
Q2実績

22/7期
Q2実績

百万円 百万円 増減率
(%）

販 売 管 理 費 計 869 1,013 16.6
人 件 費 191 183 △4.5

採用・教育費 等 9 14 52.4
減 価 償 却 費 10 14 40.9
研 究 開 発 費 547 643 17.6
支 払 手 数 料 等 36 59 63.8

そ の 他 74 98 32.6

・パケットキャプチャ関連は減少したが、
5G関連の研究開発は堅調な国内販売を背景に
継続し増加。

・前期から引き続き注力している人材関連費用は
増加。

以上の結果、販管費は前年同期より144Ｍ
の増加となった。
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22/7期 Q2 キャッシュ・フローの状況
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21/7 営業活動 投資活動 財務活動 換算差額 22/1

現金（同等物）残高 現金（同等物）残高

6,241 6,610

718

△112 △239 2

単位：百万円

・売上増加に伴う営業活動CF増加によって、CFは引き続き安定的に推移｡



22/7期 通期業績予想について
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22/7期
（9/2） 22/7期（3/3修正）

通期計画
（百万円）

通期計画
(百万円)

計画増減
(百万円)

Q2実績
(百万円)

進捗率
(%)

売 上 高 4,500 4,500 － 2,646 58.8

営 業 利 益 900 1,400 500 1,265 90.4

経 常 利 益 884 1,384 500 1,259 91.0

当 期 純 利 益 804 944 140 828 87.7

１株当たり配当 20.00円 20.00円

22/7期 通期計画（3/3修正）

・売上高は通期計画に対して58.8%の進捗率
コロナ禍の影響で苦戦の海外向け販売は計画を下回る見通しとなったが、
引き続き堅調な5G関連の国内向け販売とテストサービスでカバー。予想に変更なし。

・利益面では、国内向け販売の割合が高まることから採算が向上し上振れの見通し。
営業利益及び経常利益を上方修正。



14

22/7期
（9/2） 22/7期 （3/3修正）

通期計画
(百万円)

通期計画
(百万円)

計画増減
(百万円）

Q2実績
（百万円）

進捗率
(%)

モバイルネットワーク
ソリューション 3,900 4,038 138 2,455 60.8

IPネットワーク
ソリューション 600 461 △138 190 41.4

合計 4,500 4,500 － 2,646 58.8

22/7期 Q2 セグメント別売上計画（3/3修正）

・モバイルネットワークSは、通期計画に対して60.8%の進捗率
引き続き5G関連の国内向け販売及びテストサービスが堅調に推移する見通しで増額

・IPネットワークSは、通期計画に対して41.4％の進捗率
社外商材は堅調に推移しているものの、パケットキャプチャ製品が新製品への端境期に
あたり苦戦が予想されるため減額
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2022/7期－2024/7期

株式会社アルチザネットワークス

2021中期経営計画
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アルチザの目指す姿

VISION 2025



80億円 13億円
（ 21/7期比 3.2倍 ）

売上高 営業利益

（ 21/7期比 2.2倍 ）

・基地局負荷試験機で World Wide No.1を早期に実現する。

・テストサービスビジネスモデルを作り国内シェアNo.1になる。

・未来の成長を牽引する新規事業に果敢に挑戦する。

・毎期売上・利益を10％以上成長させつづける。

VISION 2025

17

アルチザの目指す姿



過去７年間の経営実績
単位[百万円]
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1,020 595
143 -342

115 510 880
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損益分岐

事業ごとの営業利益
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モバイル売上 ネットワーク売上

全社 15/7期 16/7期 17/7期 18/7期 19/7期 20/7期 21/7期

売上高 2,814 2,249 1,991 2,335 2,628 3,233 4,050

営業利益 792 350 -155 -672 74 398 834
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VISION 2025アルチザの目指す姿

2020中期経営計画 ➡ 2021中期経営計画 Revised

21/7期 22/7期 23/7期 24/7期

3,600 
4,000 4,400 

4,000 4,500 
5,000 

6,000 売上計画

2020中計売上 2021中計売上

21/7期 22/7期 23/7期 24/7期

500 
660 730 

800 850 
950 

1,150 

営業利益計画

2020中計営業利益 2021中計営業利益

0.0%
5.0%

10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%

21/7期 22/7期 23/7期 24/7期

売上成長率

●右肩上がりの成長を実現する（10%以上を持続）
0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

21/7期 22/7期 23/7期 24/7期

営業利益成長率

●税引き後、10%以上の利益を目指す

単位[百万円]単位[百万円]
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2021年度の重点施策

Ⅰ. 既存事業の強化 顧客企業の価値と社会のQoL向上
既存事業からの派生、市場拡大
サポート体制の強化、対応改善

Ⅱ. イノベーション 新規事業の創造
新しいビジネスモデルへ挑戦

Ⅲ. 人材改革と育成 採用の強化
全社教育
リモートワークの恒常化
エンゲージメントの向上
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Ⅰ. 既存事業の強化

2021年度の重点施策
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顧客企業の価値・社会のQoL向上
Ⅰ. 既存事業の強化2021年度の重点施策

リモート・自動化
による生産性向上

新サービスの
スムーズなローンチ

高品質で安定的な
通信環境の維持

モバイルテスト
プロダクト

TDC / T3CeE NEO Lab as a Services

先端ネットワークの開発＆品質向上を支援する
ソリューションを提供

ネットワーク
プロダクト

テスト
環境提供

テスト
サービス
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Ⅰ. 既存事業の強化2021年度の重点施策

既存事業からの派生 市場拡大

 グローバル市場への拡販（メジャー企業への集中）

DuoSIM-5G
Stand alone / HLS / Non stand alone

ether Extractor NEO

 テストサービスの拡大
T3C における基地局評価
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Ⅰ. 既存事業の強化2021年度の重点施策

サポート体制の強化 対応改善

 グローバル市場への対応
全てのお客様に選任サポートをアサインする（アカウント制）

 お客様のレイヤー毎に責任担当を明確にして配置
マネジメント

Management ⇔ General Manager

プロダクト
R&D Engineer  ⇔ Product Account Manager

フィールド
Test Engineer ⇔ Support Manager



Ⅱ. イノベーション

25

2021年度の重点施策
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 インフラ機器市場への対応
・5G Sub6/28GHz mmWaveへの対応
・国内基地局へのDSS（Dynamic Spectrum Sharing) 

対応

Ⅱ. イノベーション2021年度の重点施策

新規事業の創造

Stand alone

Non stand alone

DSS5G Sub6
28GHz mmWave

エリア拡大に貢献
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Ⅱ. イノベーション2021年度の重点施策

新しいビジネスモデルへ挑戦

Artiza テストサービス事業
5G～6G 基地局開発の One stop solution での提供

基地局の性能評価業務の請負
基地局の評価場所
遠隔操作環境の構築など
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Ⅲ. 人材改革と育成

2021年度の重点施策



29

Ⅲ. 人材改革と育成2021年度の重点施策

採用の強化
・欲しい人材を絞り込み、攻めの採用へ
・採用のミスマッチをゼロに
・距離感を”もっと近く”にする、Web面接を拡充

全社教育

リモートワークの恒常化

・オンライン受講の拡充
・振り返りを通じた効果測定
・全社としてベクトルの揃ったテーマ選定
・強化したいテーマを絞った階層別教育

・通勤時間の節約
・通勤ストレスの軽減
・ワークライフマネジメントの充実
・オフィスを最小限に保つ事による固定費削減
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Ⅲ. 人材改革と育成2021年度の重点施策

エンゲージメントの向上

【経営理念】
全社員の成長と幸福を追求すると同時に、

お客様、社会の進歩発展に貢献する。

【エンゲージメント】
個人と組織が一体となり、

双方の成長に貢献しあう関係=

幸福

成長

顧客満足度
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IR広告の実施について



本件目的
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優秀な人材の獲得に向けた
企業認知度の向上



直近の実施内容について
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●日経新聞 全5段タイアップ広告(一橋大学大学院楠木教授との対談)

広告掲載日：2/ 28
●日経電子版 タイアップ広告（楠木教授との対談）

公開日：2/22
●日経ビジネス カラー見開きタイアップ広告（わが社のIR）

広告掲載日：2/25
●日経ビジネスWEB版 タイアップ広告(わが社のIR)

公開日：2/25
●日経XTECH（WEB）タイアップ広告

公開日：2/25



2/28 日経新聞掲載
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2/22～ 日経新聞電子及び当社ホームページ( https://www.artiza.co.jp/ )にて掲載中 35

https://www.artiza.co.jp/


Artiza Networks Confidential2/25 日経ビジネス 紙面及びWEB版(https://special.nikkeibp.co.jp/atclh/ONB/22/artiza0225/ )にて掲載中 36



2/25 日経XTECH にて掲載中(https://special.nikkeibp.co.jp/atclh/NXT/22/artiza0225/ ) 37



IRに関するお問合せ
管理統括本部

E-mail: ir@artiza.co.jp
ダイヤルイン: 042-529-3494

質疑応答

ご清聴ありがとうございました
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